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安心できる
まちづくり
26事業 25億756万円

楽しく子育てが
できるまちづくり
25事業 15億1,251万円

未来創造戦略
事　業

83事業 74億3,392万円

　新年度予算は、「大垣市未
来ビジョン」に掲げる 3つの
未来創造戦略「安心できるま
ちづくり」「元気があるまち
づくり」「楽しく子育てがで
きるまちづくり」に重点的に
予算を配分しました。
　ここでは、新規事業を中心
に主な事業を紹介します。

令和 4年度予算特集

元気がある
まちづくり

32事業 34億1,385万円

◇大垣西インターチェンジ周辺
土地利用可能性調査事業…大
垣西インターチェンジ周辺の
交通の利便性を活かし、地域
活性化につながる土地利用の
誘導を図るため、その可能性
を調査し、基本的な整備構想
を検討する

◇情報工房デジタルひろば整備
事業…子どもたちがデジタル
に親しめる空間を提供すると
ともに、テレワークなどに利
用できる場として、情報工房
交流サロンを「（仮称）デジタ
ルひろば」にリニューアルす
るための設計を行う

「避難情報お知らせコールサービス」のイメージ

◇災害時協力井戸管理事業…大
規模災害による断水に備え、
生活用水が提供可能な井戸を
「災害時協力井戸」として登
録し、災害時の生活用水を確
保する

◇防災行政無線整備事業…メー
ルやＳＮＳ、市ＨＰでの防災
情報発信に加え、事前に登録
された家庭の固定電話に防災
行政無線の内容を配信する
「避難情報お知らせコール
サービス」を新たに導入する

◇禾森ポンプ場建設事業…老朽
化した禾森排水機場につい

◇生ごみ等たい肥化推進事業…
生ごみなどから作られたたい
肥を活用して栽培した野菜の
販売や料理の試食などを行う
「めぐるマルシェ」の開催や、
エコバッグなどの環境配慮商
品と交換できる「環境ＳＤＧｓ
ポイント」制度を導入し、環
境活動への参加を促進する

◇有料指定ごみ袋制度推進事業
…ごみの減量化を推進するた
め、もえるごみと、もえない
ごみについて、令和 5年 1月
から有料指定ごみ袋制度を導
入する

・子どもをはじめとする歩行者の安全確保
・歩行者保護や飲酒運転根絶などの安全運転意識の向上
・自転車の交通ルール遵守の徹底と安全確保

運動の重点

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　春の全国交通安全運
動が、 4月 6日（水）か
ら15日（金）まで全国一
斉に展開されます。
　また、 4月10日（日）
は「交通事故死ゼロを
目指す日」です。
　本市では、今年の 2
月に交通死亡事故が 1
件発生し、 1人が亡く
なられました。
　交通事故に遭わない、起こさないために、家庭や地域、
職場などであらためて交通安全を呼びかけましょう。
　詳しくは、危機管理室（☎47－7385）へ。

4
月
6
〜
15
日

◇小中学校英語教育構想推進事
業…オンラインで海外の外国
人児童生徒との交流を図るほ
か、英語でのコミュニケー
ション向上サポートシステム
を導入し、児童生徒の英語力
をさらに高める「“世界に飛び
出す”大垣の子どもを育てる
英語教育向上プロジェクト」
に取り組む

◇子ども食堂運営支援事業補助
金…生活に困窮する世帯やひ
とり親家庭など、支援が必要
な子どもを含む地域の子ども

◇上石津義務教育学校整備事業
…上石津地域の 4小学校と 1
中学校を統合し、令和 6年 4
月に 9年課程の義務教育学校
を開校するため、設置場所と
なる上石津中学校の施設改修
を行う

　その他、ひまわり学園改築事
業、親子バス利用支援事業など

たちに食事を提供
する子ども食堂の
運営を支援する

　その他、非常用物
資等備蓄事業、地球
温暖化対策推進事
業、地域再エネ導入
戦略推進事業など

◇大垣公園等基本構想策定事業
…大垣公園内やその周辺にお
ける大垣城ホールの改築に向
けて、現状を分析し、候補地
や手法の検討を進めるととも
に、大垣公園全体の再整備に
関する基本構想を策定する

◇戦国観光おおがき魅力発信事
業…ＮＨＫ大河ドラマ「どう
する家康」の制作が決定され、
本市の歴史資産の注目度が高
まる中、お城スタンプラリー
の実施や漫画制作などの戦国
観光ＰＲにより誘客を図る

◇大垣駅北市民サービスセン
ター事業…ショッピングセン
ターや大垣駅の利用者が、買
い物や通勤・通学のついでに
証明書交付などの行政サービ
スを受けることができるよう、
アクアウォーク大垣2階に市民
サービスセンターを設置する

◇スマートシティ推進事業…
「大垣市スマートシティ推進
計画」に基づき、セミナーの
開催やデジタル技術の導入・
実証実験などを行う

　その他、中小企業等金融対策
事業、スイトピアセンター開設
30周年記念事業、郷土・歴史施
設企画事業（生誕120周年記念 
長谷川朝風展）など

て、現有能力を確
保しながら、ポン
プ能力の増強を図
るため、隣接地に
新たなポンプ場を
建設する

◇奥の細道むすびの地記念館10
周年記念事業…「ここは、むす
びの地。そして、はじまりの
地。」をキャッチコピーに、特
別企画展や講演会などを開催
するほか、松尾芭蕉や奥の細
道ゆかりの都市を発着するツ
アーの実施支援などにより、
奥の細道むすびの地記念館の
知名度向上と誘客を図る


